
■貸借対照表（税抜）
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 136億6,211万円 固 定 負 債 62億1,592万円
（有形固定資産） 136億6,182万円 企 業 債 62億1,592万円

土 地 3億6,913万円 流 動 負 債 7億931万円

建 物 4億4,698万円 企 業 債 5億5,196万円

構 築 物 123億1,978万円 営 業 未 払 金 8,825万円

機 械 及 び 装 置 4億1,677万円 営 業 外 未 払 金 1,069万円

車両及び運搬具 161万円 そ の 他 未 払 金 3,432万円

工具器具及び備品 2,219万円 前 受 金 701万円

建 設 仮 勘 定 8,536万円 賞 与 引 当 金 等 711万円

（無形固定資産） 29万円 その他流動負債 997万円

電話施設利用権 29万円 繰 延 収 益 32億1,435万円

長 期 前 受 金 32億1,435万円

流 動 資 産 17億7,018万円 資 本 金 30億8,034万円

現 金 預 金 14億1,733万円 資 本 金 30億8,034万円

営 業 未 収 金 2億1,670万円 剰 余 金 22億1,237万円

営 業 外 未 収 金 159万円 資 本 剰 余 金 6億4,504万円

そ の 他 未 収 金 76万円 利 益 剰 余 金 15億6,733万円

貸 倒 引 当 金 △360万円 負債・資本合計 154億3,229万円

貯 蔵 品 3,875万円

前 払 金 9,865万円
資 産 合 計 154億3,229万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,550（戸）
給 水 人 口 69,037（人）
年 間 有 収 水 量 9,051,598（㎥）
一日平均有収水量 24,799（㎥）
一 般 用 有 収 水 量 7,758,249（㎥）
業 務 用 有 収 水 量 1,264,528（㎥）
湯 屋 用 有 収 水 量 21,238（㎥）
そ の 他 有 収 水 量 7,583（㎥）

収益費用

給水収益
13億6,587万円

その他　1,878万円
支払利息

1億5,624万円

減価償却費
５億3,902万円

受託工事収益
　8,023万円
加入金収益
　2,057万円

その他　1億5,938万円純利益　3億5,224万円

総係費
1億5,648万円

原水及び浄水費　1億9,691万円
配水及び給水費　1億2,551万円
受託工事費　8,087万円

費用
12億7,381

万円

収益
16億2,605

 万円
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